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第 1 章の序設では，本研究の目的と問題点とを明らかにし，以下 4 章における研究の概要を述
べている。
















第 6 章は総括で，以上の研究成果を要約するとともに，第 5 章の放射圧理論を鋼球放射圧計に
適用して得られる絶対音強度の誤差は，第 3 章，第 4 章で得られた結果から， 8%以内であるこ
とを結論している。
論文の審盃結果の要旨
本論文は，鋼球放射圧計の指示音響強度値に関して，従来明らかでなかった各種誤差の要因と
その大いさの程度を明らかにすると共に，固体弾性球に対する放射圧を理論的に明確にして，そ
の測定精度向上についての各種の対策を与えており， 超音波工学の発展に寄与するととが大き
し可。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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